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３　学校全体で『指導改善』の推進
　シート１、２、４では、管理職、研究主任等
が自校の状況をとらえることができ、学校運営に
役立てられる。シート３では、学習課題を把握す
ることができる。授業実践者がつまずきの原因と
改善点をとらえ、指導改善に役立てられる（今年
度の分析ツールでは、シート３のみ作成可能）。
　分析結果は、実施年度のものだけでなく過去
のものも活用できる。特に日々 の実践の中で、誤
答分析シートを使い、誤答率の高い（10％以上）
解答類型や学習学年に注目すると、学校全体で
つまずきを防ぐ取組ができる。課題の改善は単年
度で行うのではなく、「自校の児童生徒がつまずき
やすいポイント・つまずきを未然に防ぐノウハウ」を
学年及び年度をまたいで引き継ぎ、改善していくこ
とで、充実した指導につながる。
４　おわりに
　全国学力・学習状況調査の結果を分析して、
各学校の状況に合わせた指導改善サイクルを
確立し、授業改善を進めることが大切である。
日々の指導の中で、子供たちの学力向上につ
なげていただきたい。

１　はじめに
　令和２年度全国学力・学習状況調査は、新
型コロナウイルス感染症の学校教育への影響
を考慮し、全国調査は中止となった。このた
め、問題冊子等（国語、算数・数学の教科に
関する調査、生活習慣や学習環境に関する質
問紙）と解説資料が配布され、その活用は各
自治体や学校の判断となった。
２　指導改善サイクルの確立
　県の分析ツールを使うことにより可視化し
たデータから自校の成果・課題を発見し、指
導の充実・改善のヒントが得られる。
　県の分析ツールで作成できるシートは４種
類あり、それぞれ次のような特徴がある。
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＊シート３の活用方法

シート１　教科・質問紙分析シート
　レーダーチャートに全国、千葉、各学校の
教科の結果を表示、分析することができる。
シート２　経年分析シート
　経年による変化を分析することができる。
シート３　誤答分析シート
　①新単元に入る前の教材研究で学年間の学

習のつながりを確認できる。
　②関係学年での指導内容を振り返りながら

つまずきの原因を捉えることができる。
　③指導方法について相談する材料として授

業改善のための視点を考察できる。
　④保護者に提供する資料や学習の振り返

り、家庭での取組の例示として活用で
きる。

シート４　クロス集計シート
　相関関係の見られた設問から、自校の状況
をとらえ、学校の実態に応じた課題から、改
善のための手がかりを見つけることができる。
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⑶県立柏高等学校（令和２年度）
⑷県立鎌ケ谷西高等学校（令和２年度）

※⑴～⑶はSSH

５　成果
⑴年間を通して調査することで、自然事象に

対する気付きから、課題の設定、仮説の設
定、検証計画の立案、観察・実験の実施や
結果の処理、分析・考察・推論、表現・伝
達の過程まで、継続した指導の実践を追う
ことができた。

⑵各過程において、通常の指導に加えて、ガ
イドブックの内容に沿った指導を行い、生
徒の意識や着目点の変容を検証し、マイン
ドマップの作成や研究テーマの決定の場面
などにおいて、成果を得た。

⑶教師が指導に活用できる「理数の進め方ガ
イドブック」について、理論編となるVer.１
を作成した。また、授業展開の参考となる
実践例を多く掲載したVer.２を作成し、年
度末に県内各高等学校及び関係機関に配付
を予定している。

６　おわりに
　県総合教育センターのWebサイトで「理
数の進め方ガイドブック」をご覧いただき、
授業実践の中でご活用いただければ幸いで 
ある。

１　はじめに
　今回の学習指導要領改訂に伴い、令和４年
度から数学と理科にわたる探究的教科「理数
科」が新設されることとなった。数学・理科
にわたる探究的科目については、現行学習指
導要領においても、スーパーサイエンスハイ
スクール（SSH）や探究を重視する科目であ
る「理科課題研究」、「数学活用」において、
興味・関心・意欲の向上や、思考力、判断力、
表現力の向上、主体性や探究心の向上が見ら
れるなど、有効性が広く認められている。

２　目的
　新教科「理数科」において設けられた「理
数探究基礎」及び「理数探究」の指導方法を
明らかにし、教師向けのガイドブックの作成
を通して、探究の学習の普及を図ることと 
した。

３　概要
⑴研究協力校の授業見学や発表会参観等によ

り、情報を収集し、教師向けのガイドブッ
クを作成する。

⑵ガイドブックを活用した検証授業を研究協
力で校実施する。

４　研究協力校（期間）
⑴県立木更津高等学校（令和元～２年度）
⑵県立佐倉高等学校（令和元～２年度）
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４　研究計画と内容（３か年研究：令和２年
度から４年度の１年目）

⑴研究組織を立ち上げ、研究協力員会議を開
催する。また、児童生徒の実態調査を行い、
実践的に研究を進める。

⑵教員向けの指導資料を作成する。
　①「理科における探究的な学習授業デザイ

ン集（仮）」の作成
　　　研究協力員による授業の実践の工夫や

文献調査を基に、探究の過程の指導ポイ
ントを明確にした授業デザインを開発す
る。

　②「理科の見方・考え方トレーニングブッ
ク（仮）」の作成

　　　理科の「見方マスター動画（仮）」を作 
り、それに対応した「見方トレーニング
ブック（仮）」を作る。理科の「考え方」
について、子供たちが「思考ツール」を
使って考える場面を設定した授業をデザ
インする。

　この他に、学校向け、児童生徒向けの理科
における探究的な学習の資料作成も検討して
いる。

５　おわりに
　今年度末に、本研究の成果を県総合教育セ
ンターのWebサイトに掲載する予定である。
また、来年度は本年度作成した授業デザイン
を基にした授業実践を行い、検証する。

１　はじめに
　小・中学校理科では、新しい学習指導要領
において、探究の過程を通じた学習（探究的
な学習）の中で資質・能力を育成することが
必要であると強調された。学校では、その指
導について、効果的な指導方法や実践例が求
められている。そこで、本研究によって探究
的な学習の進め方について授業実践を通して
検証し、「理科における探究的な学習授業デ
ザイン集」としてまとめることで、県内の教
員の指導力向上に寄与できると考えた。

２　目的
　小・中学校理科において、探究的な（問題
解決の）学習の授業デザインを開発し、その
有効性を明らかにする。

３　研究組織
⑴講師１名
　大山　光晴（秀明大学学校教師学部教授）
⑵研究協力員７名
　篠原　孝司（大網白里市立大網中学校教諭）
　安藤　春樹（野田市立北部中学校主幹教諭）
　伊勢﨑　慧（銚子市立銚子中学校教諭）
　松本　邦宏（市川市立中山小学校教諭）
　田中　秀明（袖ケ浦市立蔵波小学校教諭）
　藤平　健太（いすみ市立東小学校教諭）
　戸刺　　悟（成田市立美郷台小学校教諭）
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